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一　

は
じ
め
に

　

万
石
通
し
の
形
態
分
類
に
関
す
る
研
究
は
近
藤
雅
樹
氏
が
提
唱
し
た
脚
折
分
解
型
と

箱
型
の
分
類

Б

か
ら
始
ま
り
、
筆
者
も
か
つ
て
、
こ
の
分
類
を
踏
襲
し
な
が
ら
旧
摂
津
国

の
万
石
通
し
の
形
態
を
分
類
す
る
と
と
も
に
墨
書
銘
と
所
蔵
先
か
ら
製
造
者
と
流
通
範

囲
を
究
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
摂
津
国
で
は
主
に
旧
茨
木
町
（
現
大
阪
府
茨
木
市
）

で
製
造
さ
れ
た
脚
折
分
解
型
の
「
茨
木
通
し
」
が
旧
嶋
下
郡
を
中
心
に
嶋
上
郡
、
豊
島

郡
に
流
通
し
、
そ
の
流
通
圏
の
周
辺
に
は
箱
型
の
万
石
通
し
が
流
通
し
て
い
た
。
箱
型

に
は
篩
の
網
目
か
ら
落
ち
た
落
下
物
を
受
け
る
落
下
板
が
本
体
側
面
の
一
か
所
に
あ
る

「
箱
型
Ⅰ
」
と
本
体
の
背
面
と
側
面
の
二
か
所
に
あ
る
「
箱
型
Ⅱ
」
の
二
種
類
が
あ

り
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
は
脚
折
分
解
型
が
流
通
し
て
い
た

В

。

　

そ
の
後
、
万
石
通
し
の
研
究
は
河
野
通
明
氏
に
よ
り
大
き
な
進
展
を
示
し
、
千
石
通

し
と
の
違
い

Г

と
と
も
に
、
形
態
分
類
に
つ
い
て
も
整
理
が
な
さ
れ
、
脚
折
分
解
型
の
脚

が
折
れ
る
の
は
収
納
の
利
便
性
で
は
な
く
、
網
枠
の
角
度
を
調
整
す
る
た
め
に
後
脚
を

可
動
す
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
形
態
名
は
可
動
脚
型
と
し
、
箱
型
も
脚
が
動
く
か
ど

う
か
を
分
類
指
標
に
し
て
固
定
脚
型
と
改
め
、
箱
型
の
名
称
も
ス
ケ
ル
ト
ン
タ
イ
プ
と

と
も
に
固
定
脚
型
の
下
位
概
念
と
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
し
た
。
ま
た
、
筆
者
が
箱

型
の
細
分
類
の
指
標
と
し
た
落
下
板
に
つ
い
て
も
排
出
板
と
呼
ぶ
の
が
適
当
で
あ
る
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
た

Д

。

　

さ
ら
に
河
野
氏
は
近
世
の
農
書
や
明
治
の
農
具
絵
図
に
み
ら
れ
る
万
石
通
し
を
総
覧

し
、
全
国
的
な
視
野
か
ら
関
東
以
東
は
可
動
脚
型
で
呼
称
は
万
石
通
し
で
統
一
さ
れ
、

東
海
以
西
は
固
定
脚
型
と
可
動
脚
型
が
混
在
し
、
呼
称
も
万
石
通
し
と
千
石
通
し
の
混

在
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
万
石
通
し
は
唐
箕
の
漏
斗
と
千
石
通
し
の
傾
斜
網
を
ヒ
ン
ト
に

唐
箕
を
製
作
し
て
い
た
江
戸
の
農
具
商
が
発
明
し
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
開
発
過
程

の
復
元
か
ら
ま
ず
江
戸
で
可
動
脚
型
が
発
明
さ
れ
、
そ
の
時
期
は
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
の
後
半
以
降
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
末
以
前
で
、
貞
享
二
年
の
末

か
ら
三
年
の
初
め
に
京
屋
の
知
り
合
い
が
送
る
か
何
か
で
大
坂
へ
伝
播
し
、
固
定
脚
型

へ
と
改
良
が
な
さ
れ
た
と
し
た

Е

。

　

斎
藤
純
氏
は
兵
庫
県
高
砂
市
曽
根
の
旧
入
江
家
の
民
具
調
査
か
ら
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）
銘
の
万
石
通
し
を
発
見
し
た
。
従
来
現
存
最
古
の
銘
文
を
持
つ
万
石
通

し
は
西
宮
市
立
郷
土
資
料
館
所
蔵
の
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
銘
の
も
の
で
あ
っ
た

が
、
さ
ら
に
二
年
古
い
万
石
通
し
と
な
る
。
形
態
は
現
状
で
は
「
箱
型
Ⅱ
」
で
あ
る
も

の
の
、
後
世
の
改
造
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
場
合
、
原
型
は
「
箱
型

Ⅱ
」
の
篩
下
部
の
側
面
か
ら
の
排
出
板
が
な
く
、
背
面
か
ら
の
一
か
所
の
み
で
あ
り
、

「
箱
型
Ⅰ
」
で
も
「
Ⅱ
」
で
も
な
い
形
態
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
、「
箱
型
Ⅱ
」
に
は
篩

下
部
の
側
面
方
向
の
落
下
板
（
排
出
板
）
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
筆
者

の
指
摘
に
関
連
さ
せ
て
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
篩
部
に
「
大

極
上
箱
万
石
通
仕
出
し
」「
大
坂
本
町
御
堂
筋
南
あ
み
や
七
郎
□
□
（
兵
衛
）」
の
銘
が

あ
り
、
製
造
者
は
御
堂
筋
本
町
の
網
屋
で
、
大
阪
の
万
石
通
し
製
造
の
拠
点
で
あ
っ
た

京
屋
が
店
を
構
え
て
い
た
大
坂
農
人
橋
近
く
の
職
人
で
あ
り
、
そ
の
関
係
性
と
と
も
に

当
時
「
箱
万
石
通
」
と
い
う
呼
称
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
し
て
い
る

Ё

。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
万
石
通
し
の
形
態
研
究
は
深
化
し
つ
つ
あ
り
、
全
国
の
形
態
分

布
か
ら
み
た
場
合
、
大
阪
は
箱
型
が
独
自
の
展
開
を
と
げ
た
地
域
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
前
稿
の
旧
摂
津
国
域
に
お
け
る
調
査
資
料
に
新
た
に
調
査

Ж

し
た
旧

河
内
、
和
泉
国
域
に
あ
た
る
大
阪
府
中
南
部
の
市
町
村
の
万
石
通
し
を
加
え
、
大
阪
府

内
全
域
の
万
石
通
し
の
形
態
分
布
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
万
石
通
し
の
墨
書
銘
と
所
蔵

先
か
ら
製
造
者
の
拠
点
と
流
通
域
を
明
示
し
た
い
。

研
究
論
文

藤
井　

裕
之
（
吹
田
市
立
博
物
館
主
幹
（
学
芸
員
））

　

大
阪
府
内
の
万
石
通
し
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二　

大
阪
府
内
の
万
石
と
お
し
の
分
布

（
一
）
茨
木
通
し

　
「
茨
木
通
し
」
は
図
①
の
模
式
図
の
と
お
り
本
体
脚
部
が
折
り
た
た
め
て
収
納
で

き
、
使
用
の
際
は
脚
に
横
板
を
は
め
込
み
固
定
す
る
。
本
体
の
傾
斜
面
に
網
を
は
め
込

み
、
上
段
の
網
か
ら
の
落
下
物
を
受
け
て
流
れ
出
る
排
出
板
を
斜
め
に
取
り
付
け
る
。

排
出
板
の
上
部
左
右
に
は
、
ほ
ぞ
と
環
が
付
け
ら
れ
、
本
体
へ
の
装
着
は
片
方
の
ほ
ぞ

を
脚
に
あ
け
ら
れ
た
穴
に
入
れ
、
今
一
方
は
本
体
側
面
に
あ
る
金
具
に
環
を
吊
る
し
て

固
定
し
、
下
部
は
脚
固
定
の
横
板
に
刻
ま
れ
た
切
り
込
み
に
は
め
込
む
。
左
右
の
側
面

ど
ち
ら
に
も
取
り
付
け
ら
れ
、
落
下
物
を
左
右
ど
ち
ら
か
ら
で
も
取
り
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

　

前
稿
で
示
し
た
と
お
り
、
現
在
確
認
で
き
て
い
る
最
古
の
資
料
は
吹
田
市
立
博
物
館

が
所
蔵
す
る
天
保
一
三
年（
一
八
四
二
）に
茨
木
材
木
町
の
大
工
大
和
屋
利
兵
衞
が
製
造

し
た
資
料
（
写
真
①
）
で
、
遅
く
と
も
幕
末
に
は
茨
木
町
が
製
造
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。

　

表
①
は
前
稿
で
示
し
た
「
茨
木
通
し
」
の
一
覧
に
新
た
に
確
認
で
き
た
も
の
と
製
造

者
が
不
明
で
あ
る
も
の
を
加
え
た
一
覧
表
で
あ
る
。
製
造
拠
点
で
あ
る
茨
木
町
の
製
造

者
は
材
木
町
、
馬
口
引
町
、
魚
屋
町
、
御
堂
前
、
立
（
竪
）
町
で
存
在
が
確
認
で
き

る
。
最
も
多
く
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
製
造
者
は
魚
屋
町
の
「
指
物
屋
半
七
」
で
、
茨

木
町
の
他
の
製
造
者
の
製
品
流
通
が
茨
木
市
、
吹
田
市
、
豊
中
市
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
枚
方
市
や
西
宮
市
ま
で
流
通
し
、
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
た
が
、
新
た
に
寝
屋
川
市
教
育
委
員
会
で
も
所
蔵
が
確
認
で
き
、
淀
川
の
対
岸
ま

で
流
通
し
て
い
た
資
料
が
複
数
と
な
り
、
北
河
内
の
一
部
に
ま
で
流
通
し
て
い
た
と
考

え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

図①　茨木通し（模式図）

写真①　茨木通し（吹田市立博物館蔵）
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製

造

者
・
製

造

地

銘

文

年

号

所

蔵

先
（
使

用

地
）

そ

の

他

の

銘

文

茨
木
材
木
町
戸
大
工
大
和
屋
利
兵
衞
（
篩
側
面
）

天
保
一
三
年

吹
田
市
立
博
物
館

大
極
上
々
萬
石
と
う
し
（
篩
側
面
）
天
保
十
三
壬
寅
年
九
月
中
旬
由
上
武
右

衛
門
（
背
板
）
榎
由
武
持
（
本
体
横
板
）
由
上
武
右
衛
門
所
持
（
排
出
板
）

天
保
十
三
壬
寅
年
榎
由
武
持
（
漏
斗
）
榎
坂
村
由
上
武
五
郎
（
網
枠
）
天
保

十
三
壬
寅
年
九
月
由
上
武
右
衛
門
（
網
枠
）

茨
木
材
木
町
戸
大
工
大
和
屋
利
兵
衞
（
篩
側
面
）

天
保
一
四
年

吹
田
市
立
博
物
館

大
極
上
々
萬
石
と
う
し
（
篩
側
面
）
貮
番
印
天
保
十
四
年
癸
卯
閏
九
月
榎
由

武
持
（
背
板
）
貮
番
印
天
保
十
四
癸
卯
閏
九
月
上
旬
由
上
武
右
衛
門
持
（
本

体
横
板
）
榎
坂
村
由
上
武
五
郎　

弐
番
榎
辻
武
（
網
枠
）

茨
木
材
木
町
指
延
細
工
（
篩
側
面
）

明
治
三
三
年

豊
中
市
教
育
委
員
会

明
治
三
拾
参
年
八
月
新
調　

極
上
金
参　

四
拾
銭
買

茨
木
材
木
町
指
吉
細
工
（
篩
側
面
）

吹
田
市
立
博
物
館

大
極
上
請
合
萬
石
簾
（
篩
側
面
）
二
ば
ん
（
網
枠
）

茨
木
材
木
町
指
吉
細
工
（
篩
側
面
）

吹
田
市
立
博
物
館

大
極
上
請
合
萬
石
簾
（
篩
側
面
）
一
ば
ん
（
網
枠
）
二
ば
ん
（
漏
斗
）

茨
木
馬
口
引
町
稲
□扱
屋
□細
□工
（
篩
側
面
）

茨
木
市
文
化
財
資
料
館

大
極
上
萬
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）

茨
木
東
馬
口
引
町
指
物
屋
市
松
細
工
（
篩
側
面
）

箕
面
市
立
郷
土
資
料
館

大
極
上
萬
石
簾
請
合
（
篩
側
面
）
前　

車
作
（
漏
斗
）
あ
み
（
排
出
板
）

根
元
茨
木
魚
屋
町
指
物
屋
半
七
細
工
（
篩
側
面
）

明
治
三
一
年

枚
方
市
文
化
財
研
究
調
査
会

大
極
上
萬
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）
明
治
三
拾
一
年
拾
月
十
五
日
下
野
弥
五
郎

下
野
時
治
郎
下
野
菊
二
郎
富
太
郎
（
背
板
）
明
治
三
十
一
年
拾
月
十
五
日
求

之
下
野
弥
五
郎
冨
太
郎
菊
□
郎
□
□
郎
所
有
（
漏
斗
）

元
祖
茨
木
魚
屋
町
指
物
屋
半
七
細
工
（
篩
側
面
）

明
治
三
八
年

吹
田
市
立
博
物
館

大
極
上
萬
石
簾
請
合
（
篩
側
面
）
明
治
参
拾
八
年
㐧
拾
月
上
旬
木
村
所
有
（
本

体
横
板
）

茨
木
魚
屋
町
指
物
屋
半
七
細
工
（
篩
側
面
）

吹
田
市
立
博
物
館

大
極
上
萬
石
簾
請
合
（
篩
側
面
）

茨
木
魚
屋
町
指
物
□屋
半
七
細
工
（
篩
側
面
）

豊
中
市
教
育
委
員
会

大
極
上
萬
石
簾
請
合　

壹
番

茨
木
魚
屋
町
指
物
屋
半
七
細
工
（
篩
側
面
）

豊
中
市
教
育
委
員
会

大
極
上
萬
石
簾
請
合　

貮
番

元
祖
茨
木
魚
屋
町
指
物
屋
半
七
細
工
（
篩
側
面
）

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

大
極
上
万
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）

元
祖
茨
木
魚
屋
町
指
物
屋
半
七
細
工
（
篩
側
面
）

寝
屋
川
市
教
育
委
員
会

大
極
上
萬
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）

茨
木
御
堂
之
前
戸
大
工
大
和
屋
辰
蔵
（
篩
側
面
）

明
治
二
六
年

豊
中
市
教
育
委
員
会

明
治
貮
拾
六
年
巳
之
八
月

茨
木
御
堂
前
道
具
屋
庄
兵
衛
（
篩
側
面
）

豊
中
市
教
育
委
員
会

根　

萬
石　

請
合

根
元
茨
木
立
町
指
物
屋
熊
吉
細
工
（
篩
側
面
）

池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

大
極
上
萬
石
簏
請
合　

二
番
（
篩
側
面
）
二
番
（
排
出
板
）
一
番
（
漏
斗
）

二
番
（
網
枠
）

表
①　

茨
木
通
し
一
覧　
　
　

 

豊
中
市
教
育
委
員
会
所
蔵
資
料
に
関
し
て
は
、
豊
中
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
編
集
『
と
よ
な
か
の
農
道
具
』
一
九
九
六
年
を
参
照
し
た
。
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新
た
な
調
査
資
料
は
大
阪
歴
史
博
物
館
に
大
阪
市
東
淀
川
区
豊
里
か
ら
収
集
し
た

「
天
満
東
播
磨
屋
製
造
所
」
製
造
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
前
稿
で
は
実

態
が
不
明
と
し
て
い
た
京
都
府
の
乙
訓
地
域
の
向
日
市
で
製
造
者
は
不
明
で
あ
る
が
、

所
蔵
が
確
認
で
き
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
「
茨
木
通
し
」
の
分
布
の
東
限
で
あ
る
京
都

市
南
区
と
嶋
上
郡
と
の
間
で
も
「
茨
木
通
し
」
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
程
度
見

通
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

製
造
者
の
分
布
は
茨
木
町
を
中
心
に
京
都
市
南
区
、
高
槻
市
、
吹
田
市
、
池
田
市
、

大
阪
市
北
区
に
及
び
、
こ
れ
ら
の
製
造
者
は
「
茨
木
通
し
」
以
外
の
形
態
の
万
石
通
し

は
製
造
し
て
い
な
い
の
が
特
徴
と
い
え
る
。「
茨
木
通
し
」
の
製
造
技
術
は
茨
木
町
か

ら
伝
わ
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
箱
型
Ⅰ

　

箱
型
Ⅰ
と
は
図
②
の
模
式
図
の
と
お
り
固
定
さ
れ
、
本
体
脚
部
の
傾
斜
面
に
篩
を
装

着
し
、
篩
の
上
部
の
網
目
か
ら
落
ち
た
落
下
物
が
本
体
の
側
面
か
ら
流
れ
出
る
よ
う
に

島
下
郡
高
田
三
島
嘉
吉
細
工
（
篩
側
面
）

池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

大
極
上
々
萬
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）
摂
津
高
田
村
萬
石
細
工
所
三
嶋
嘉
吉
（
焼

印
）
一
番
（
側
板
）

細
工
所
芥
川
西
太
田
□店
（
篩
側
面
）

明
治
三
四
年

高
槻
市
教
育
委
員
会

大
極
上
々
萬
石
と
う
し
請
合
（
篩
側
面
）
明
治
三
十
四
年
十
一
月
新
調
井
上

寅
吉
所
持　

壱
番
（
背
板
）

細
工
所
芥
川
村
石
橋
商
店
（
篩
側
面
）

明
治
三
九
年

高
槻
市
教
育
委
員
会

大
極
上
々
萬
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）
明
治
三
拾
九
年
弐
番
（
背
板
）

向
日
市
教
育
委
員
会

葛
埜
郡
四
ツ
塚
井
上
吾
三
郎
工
（
篩
側
面
）

明
治
三
二
年

京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
京
都

市
南
区
吉
祥
院
）

明
治
三
十
二
年
十
一
月
祥
天
（
篩
側
面
）

池
田
本
町
後
藤
商
店
製
造
（
篩
側
面
）

大
正
二
年

豊
中
市
教
育
委
員
会

大
正
弐
年
十
一
月
廿
六
日
新
調　

金
四
円
五
拾
銭

池
田
山
仲
（
篩
側
面
）

豊
中
市
教
育
委
員
会

亥
十
月
〆
求
之　

麻
田

細
工
人
吹
田
高
濱
橋
北
詰
水
車
商
大

（
篩
側
面
）

吹
田
市
立
博
物
館

大
極
上
萬
石
簾
請
合
（
篩
側
面
）
田
中
町
（
背
板
）

天
満
東
播
磨
屋
製
造
所
（
篩
側
面
）

豊
中
市
教
育
委
員
会

大
極
上
茨
木
万
石
簾
請
合

天
満
東
播
磨
屋
製
造
所
（
篩
側
面
）

大
阪
歴
史
博
物
館
（
大
阪
市
東

淀
川
区
豊
里
）

大
極
上
茨
木
萬
石
簏
別
製
請
合
（
篩
側
面
）

天
満
東
は
り
ま
や
□事
（
篩
側
面
）

豊
里
郷
土
史
料
館

大
極
上
茨
木
萬
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）
大
極
上　

請
合　

前
（
漏
斗
）

藤
屋
五
良
兵
衛
（
篩
側
面
）

大
正
四
年

吹
田
市
立
博
物
館

茨
木
大
極
上
請
合
萬
石
簾
（
篩
側
面
）
大
正
四
年
壱
月
上
日
（
背
板
）

明
治
四
一
年

高
槻
市
教
育
委
員
会

萬
石
と
お
し
（
篩
側
面
）
貳
番
（
篩
側
面
）
明
治
四
拾
一
申
ノ
秋
長
尾 

氏
（
背
板
）

明
治
三
九
年

枚
方
市
文
化
財
研
究
調
査
会

大
極
上
萬
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）
明
治
参
十
九
年
十
一
月
十
日
天
ノ
川
田
中

留
吉
奥
野
喜
市
（
背
板
）
奥
野
（
漏
斗
）
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脚
部
に
排
出
板
を
取
り
付
け
た
形
態
で
あ
る
。
な
お
、
排
出
板
が
左
右
ど
ち
ら
の
側
面

に
取
り
付
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
資
料
は
篩
を
正
面
に
見
た
場
合
、
右
側

に
取
り
付
い
て
い
る
が
、
左
も
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
注
文
者
の
意
向
に

よ
る
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
②
は
前
稿
で
示
し
た
「
箱
型
Ⅰ
」
の
一
覧
に
新
た
に
確
認
で
き
た
も
の
と
製
造
者

が
不
明
で
あ
る
も
の
を
加
え
た
一
覧
表
で
あ
る
。

　

前
稿
に
お
い
て
は
、
摂
津
で
は
池
田
市
、
尼
崎
市
、
西
宮
市
、
河
内
で
は
守
口
市
、

枚
方
市
、
八
尾
市
へ
の
流
通
を
確
認
し
た
が
、
新
た
に
大
阪
市
東
淀
川
区
、
交
野
市
、

大
東
市
、
四
条
畷
市
、
東
大
阪
市
、
八
尾
市
で
の
流
通
が
確
認
で
き
た
。

　

製
造
者
に
つ
い
て
は
前
稿
に
お
い
て
、
大
阪
市
内
で
は
唐
箕
、
踏
車
と
と
も
に
万
石

通
し
を
多
く
製
造
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
大
坂
農
人
橋
二
丁
目
の
「
京
屋
七

兵
衛
」、「
太
兵
衛
」、
さ
ら
に
そ
の
一
族
と
考
え
ら
れ
る
現
在
東
成
区
東
小
橋
あ
た
り

に
な
る
大
坂
玉
造
二
軒
茶
屋
の
「
京
屋
常
吉
」、
東
成
区
の
東
成
郡
本
庄
馬
車
場
前
の

「
京
屋
幾
造
」、
都
島
区
の
「
大
坂
野
田
町
長
田
屋
嘉
七
」、「
大
坂
京
橋
か
た
町
な
が
た

や
忠
兵
衛
」、
河
内
で
は
守
口
市
の
「
守
口
と
う
ミ
や
仁
兵
衛
」
交
野
市
の
「
倉
治
村

権
兵
衛
」、
摂
津
で
は
尼
崎
市
の
「
大
物
橋
天
野
屋
要
助
」、
西
宮
市
の
「
與
古
道
町
満

田
重
太
郎
」、「
今
在
家
泉
喜
作
」
の
存
在
を
確
認
し
た
。

　

新
た
に
確
認
で
き
た
製
造
者
と
そ
の
流
通
先
は
、
大
阪
市
内
で
は
、「
京
屋
七
兵
衛
」

の
製
品
が
河
内
の
枚
方
市
、
八
尾
市
に
加
え
東
大
阪
市
に
も
流
通
し
て
い
る
。
東
大
阪

市
の
鴻
池
新
田
会
所
で
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
と
い

っ
た
幕
末
に
製
造
さ
れ
た
資
料
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
七
兵
衛
」
の
焼
印
と

「
清
兵
衛
」
の
墨
書
が
入
っ
た
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
京
屋
太
兵
衛
」
の

製
造
品
が
交
野
市
に
流
通
し
て
い
る
。「
京
屋
常
吉
」
は
八
尾
市
内
に
加
え
、
旧
布
施

市
（
現
在
東
大
阪
市
）
に
も
商
品
を
供
給
し
て
い
る
。「
京
屋
幾
造
」
は
、
八
尾
市
に

商
品
を
供
給
し
て
い
た
が
、
今
回
さ
ら
に
東
大
阪
市
に
あ
る
民
具
供
養
館
が
八
尾
市
内

か
ら
収
集
し
た
資
料
を
確
認
で
き
た
。
そ
こ
に
は
「
大
坂
東
成
郡
今
里
西
口
馬
車
前
農

人
橋
京
七
支
店
京
屋
幾
造
」
の
銘
が
あ
り
、「
農
人
橋
京
七
」
す
な
わ
ち
、
農
人
橋
の

「
京
屋
七
兵
衛
」
の
支
店
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
他
に
も
大
阪
野
田
町
の
「
長

田
屋
嘉
七
」
は
守
口
市
に
加
え
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
製
造
し
た
製
品
が
大
東

市
に
も
流
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
区
に
あ
た
る
「
大
坂
黒
門
町
大
和
屋
善
兵
衛
」

が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
製
造
し
た
も
の
が
東
大
阪
市
に
流
通
し
て
い
る
。

図②　箱型Ⅰ万石とおし（模式図）

写真②　箱型Ⅰ（鴻池新田会所蔵）
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河
内
で
は
、
交
野
市
の
「
北
河
内
郡
大
字
私
部
細
工
人
虎
吉
」
が
同
市
内
に
供
給

し
、
四
条
畷
市
の
旧
甲
可
村
に
流
通
し
て
い
た
製
品
に
は
寝
屋
川
市
の
「
北
河
内
郡
九

個
庄
村
大
字
神
田
と
ふ
し
や
友
吉
」
と
門
真
市
の
「
北
河
内
郡
四
の
宮
村
馬
伏
本
家
京

屋
五
兵
衛
」
の
銘
が
入
っ
て
い
る
。
京
屋
五
兵
衛
は
本
家
と
あ
り
、
農
人
橋
の
京
屋
と

の
関
係
や
そ
の
周
辺
の
職
人
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
他
に
は
八
尾
市
の
「
八
尾
町

土
橋
〈
ナ
表
具
店
」
の
製
品
が
東
大
阪
市
に
流
通
し
て
い
る
。

　

前
稿
で
は
こ
の
「
箱
型
Ⅰ
」
は
農
人
橋
の
京
屋
が
製
造
し
た
最
も
多
い
形
態
で
あ
る

と
し
て
い
た
が
、
大
阪
府
内
で
は
後
述
の
「
箱
型
Ⅱ
」
と
比
較
す
る
と
決
し
て
多
い
と

は
い
え
ず
、
分
布
範
囲
も
比
較
的
狭
い
と
い
え
る
。

製

造

者
・
製

造

地

銘

文

年

号

所

蔵

先
（
使

用

地
）

そ

の

他

の

銘

文

根
元
請
合
大
極
上
万
石
簏
大
坂
農
人
橋
二
丁
目
本

家
京
屋
七
兵
衛
（
背
板
）

明
治
二
一
年

川
西
市
教
育
委
員
会（
池
田
市
神
田
）

大
極
上
万
石
簏
唐
箕
踏
車
根
元
仕
出
シ
家
（
篩
側
面
）
大
坂
農
人
橋
貮

丁
目
本
家
京
屋
七
兵
衛
（
篩
側
面
）
大
坂
農
人
橋
二
丁
目
本
家
京
屋
七

兵
衛
（
焼
印
・
背
板
）
根
元
請
合
大
坂
農
人
橋
二
丁
目
本
家
京
屋
七
兵

衛
細
工
所　

荒
木
竹
柗
所
持　

五
十
五
（
網
枠
）
請
合　

大
極
上
荒
木

竹
柗
（
漏
斗
）
明
治
貮
拾
壹
年
拾
月
上
旬　

荒
木
竹
柗
所
持
（
脚
部
側
面
）

大
坂
農
人
橋
貮
丁
目
本
家
京
屋
七
兵
衛
（
篩
側
面
）

大
正
四
年

枚
方
市
文
化
財
調
査
研
究
会

大
正
四
年
十
一
月
□牧
山
本
房
吉
所
有
（
脚
部
側
面
）
根
元
大
坂
農
人
橋

貮
丁
目
大
極
上
万
石
簏
請
合
本
家
京
屋
七
兵
衛
製
（
背
板
）
前　

乃
む

ら
小
原
茂
兵
衛
（
漏
斗
）

大
坂
農
人
橋
貮
丁
目
本
家
京
屋
七
兵
衛
（
篩
側
面
）

安
政
四
年

鴻
池
新
田
会
所
（
東
大
阪
市
）

大
極
上
万
石
簏
唐
箕
踏
車
根
元
仕
出
シ
家
（
篩
側
面
）
大
坂
農
人
橋
﹇　

　

﹈
極
上
萬
石
﹇　
　

﹈
京
屋
七
﹇　
　

﹈（
背
板
）
安
政
四
丁
巳
十
月

新
調
（
本
体
側
部
）
安
政
四
年
巳
十
月
新
調
鴻
池
會
所
（
漏
斗
）
鴻
會
（
漏

斗
）
根
元
請
合
大
坂
農
人
橋
二
丁
目
本
家
京
屋
七
兵
衛
細
工
所
（
網
枠
）

○
焼
印
（
篩
側
面
・
背
板
）

大
坂
農
人
橋
貮
丁
目
本
家
京
屋
七
兵
衛
（
篩
側
面
）

文
政
五
年

鴻
池
新
田
会
所
（
東
大
阪
市
）

大
極
上
万
石
簏
唐
箕
踏
車
根
元
仕
出
家
（
篩
側
面
）
根
元
請
合
大
極
上

万
石
簏
大
坂
農
人
橋
二
丁
目
本
家
京
屋
七
□兵
衛
（
背
板
）
大
阪
農
人
橋

二
丁
目
本
家
京
屋
七
兵
衛
（
焼
印
・
背
板
）
文
政
五
辛
午
年
十
月
調
之

　

鴻
池
新
田
會
所
（
網
枠
）
○
焼
印
（
篩
側
面
・
脚
部
・
網
枠
）

大
坂
農
人
橋
弐
丁
目
京
屋
清
兵
衞
（
篩
側
面
）

大
阪
農
人
橋
二
丁
目
本
家
京
屋
七
兵
衛
（
焼
印
・

背
板
）

鴻
池
新
田
会
所
（
東
大
阪
市
）

大
極
上
萬
石
簾
唐
箕
根
元
仕
出
し
家
（
篩
側
面
）
根
元
請
合
大
極
上
万

石
□簾
大
坂
農
人
橋
二
丁
□
本
家
京
屋
七
﹇　
　

﹈（
背
板
）
○
焼
印
（
網

枠
・
脚
部
・
本
体
前
部
）

根
元
請
合
大
極
上
万
石
簏
大
坂
農
人
橋
貮
丁
目
本

家
京
屋
七
兵
衛
（
背
板
）

大
正
一
〇
年

八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

大
坂
農
人
橋
貮
丁
目
京
屋
七
兵
衛
製
（
篩
側
面
）
大
正
拾
年
（
背
板
）

大
坂
農
人
橋
弐
丁
目
本
家
京
屋
七
兵
衛
（
焼
印
・
背
板
）
樋
口
四
人
兄

弟
組
合　

樋
口
音
次
郎
（
排
出
板
裏
）
大
極
上　

請
合
（
漏
斗
）

請
合
大
坂
農
人
橋
東
詰
大
極
上
万
石
通
京
屋
太
兵

衛
（
背
板
）

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

表
②　

箱
型
Ⅰ
万
石
通
し
一
覧
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大
坂
農
人
橋
貮
丁
目
本
家
京
屋
太
兵
衛
（
篩
側
面
）

交
野
市
立
歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

大
極
上
万
石
簏
と
う
み
水
車
本
家
製
造
所
（
篩
側
面
）
大
極
上
万
石
簏

　

大
坂
農
人
橋
貮
丁
目
本
家
京
屋
太
兵
衛
（
背
板
）
大
坂
農
人
橋
貳
丁

目
本
家
京
屋
太
兵
衛
（
焼
印
・
背
板
）﹇　
　

﹈
地
区
﹇　
　
　

﹈
藤
屋

為
右
衛
門
（
網
枠
）

大
坂
玉
造
二
軒
茶
屋
東
江
入
京
屋
常
吉
（
篩
側
面
）

大
阪
歴
史
博
物
館
（
布
施
市
荒
本
）

大
極
上
万
石
簾
唐
箕
ゆ
り
板
細
工
所
（
篩
側
面
）
大
坂
玉
造
二
軒
茶
屋

東
江
入
請
合
京
屋
常
吉　

極
上
等
万
石
簏
（
背
板
）
萬
石
簾
□
處
大
阪

□
東
左
專
□
阿
ミ
﹇　

﹈（
網
枠
）

大
坂
玉
造
二
軒
茶
屋
東
江
入
京
屋
常
吉
（
篩
側
面
）

明
治
四
一
年

八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

大
極
上
万
石
簏
唐
箕
ゆ
り
板
細
工
所
（
篩
側
面
）
大
坂
玉
造
二
軒
茶
屋

東
エ
入
極
上
等
万
石
簏
請
合
京
屋
常
吉
（
背
板
）
旬
日
明
治
四
拾
壱
年

吉
日　

下
城
辰
造　

服
部
川　

請
合　

前
（
漏
斗
）
五
十
五
（
網
枠
）

東
成
郡
本
庄
馬
車
場
前
支
店
京
屋
幾
造
（
篩
側
面
）

八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

大
極
上
万
石
千
石
簏
唐
箕
製
造
所
（
篩
側
面
）
別
製
大
極
上
万
石
簏
東

成
郡
本
庄
馬
車
場
前
農
人
橋
京
七
支
店
京
屋
幾
造
製
（
背
板
）
支
店
農

人
橋
京
七
（
焼
印
・
背
板
）
大
極
上　

請
合　

別
製
（
漏
斗
）
東
成
郡

本
庄
馬
車
場
前　

五
十
四
（
網
枠
）

大
坂
東
成
郡
今
里
西
口
元
本
庄
馬
車
前
京
屋
幾
造

製
（
篩
側
面
）

根
元
請
合
大
極
上
万
石
簏
大
坂
東
成
郡
今
里
西
口

馬
車
前
農
人
橋
京
七
支
店
京
屋
幾
造
（
背
板
）

大
正
五
年

民
具
供
養
館
（
八
尾
市
）

大
極
上
万
石
簏
唐
箕
ユ
リ
板
製
造
（
篩
側
面
）
東
成
郡
今
里
西
口
元
馬

車
前
京
屋
幾
造
製
（
焼
印
・
背
板
）
請
合　

大
正
五
丁
拾
壱
月
新
調　

府
下
中
河
内
郡
北
高
安
村
字
楽
音
寺
樽
井
氏
所
有　

大
極
上
別
製
（
漏

斗
）
大
阪
府
中
河
内
郡
北
高
安
村
大
字
楽
音
寺
樽
井
氏
所
有
（
本
体
前
）

五
十
五
（
網
枠
）

根
元
大
坂
黒
門
町
大
和
屋
善
兵
衛
（
背
板
）

文
久
二
年

民
具
供
養
館
（
東
大
阪
市
）

横
小
路
村
宮
前
市
兵
衛
求
之（
篩
側
面
）于
時
文
久
二
戌
年
八
月
上
旬（
篩

側
面
）前
之
方（
漏
斗
）宮
前
市
兵
衞　

文
久
二
戌
年
八
月
□（
本
体
側
面
）

五
十
八
（
網
枠
）
上
（
傾
斜
台
上
部
）

外
ニ
出
見
世
ハ
御
座
無
候　

大
坂
野
田
町
長
田
屋

嘉
七
（
本
体
側
面
）

守
口
市
教
育
委
員
会

こ
ん
げ
ん
長
た
や
嘉
七
（
背
板
）
大
極　

惣
兵
衛　

□
六
（
網
枠
）

外
ニ
出
見
せ
ハ
御
座
な
く
候
大
坂
埜
田
町
東
長
田

屋
嘉
七
（
本
体
側
面
）

萬
延
元
年

大
東
市
教
育
委
員
会

萬
延
元
年
十
一
月
求
之
山
本
権
左
衛
門
所
持
（
篩
側
面
）
こ
ん
げ
ん
長

た
や
嘉
七
（
背
板
）
萬
延
元
年
申
仲
冬
求
□之
山
本
権
左
衛
門
（
脚
部
側
面
）

大
極
上
大
坂
農
人
橋
弐
丁
目
萬
石
簾
仕
入
金
札
伊

兵
衛
（
背
板
）
の
む
ら
茂
兵
衛　

河
刕
倉
治
村
権

右
衛
門
（
篩
側
面
）

枚
方
市
文
化
財
調
査
研
究
会

大
極
上
萬
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）

大
坂
農
人
橋
弐
丁
目　

大
極
上
萬
石
簏
金
札
伊
兵

衛
仕
入
（
篩
側
面
）
大
坂
京
橋
か
た
町
な
が
た
や

忠
兵
衛
（
背
板
）

枚
方
市
文
化
財
調
査
研
究
会

小
原
氏
所
持
（
漏
斗
）

河
刕
守
口
根
元
と
う
ミ
や
仁
兵
衛
（
背
板
）

守
口
市
教
育
委
員
会

大
極
上
（
漏
斗
）
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（
三
）
箱
型
Ⅱ

　
「
箱
型
Ⅱ
」
と
は
図
③
の
模
式
図
の
と
お
り
「
箱
型
Ⅰ
」
と
同
じ
構
造
で
あ
る
が
、

篩
の
網
目
か
ら
落
ち
た
落
下
物
が
流
れ
出
る
排
出
板
が
一
か
所
で
あ
っ
た
「
箱
型
Ⅰ
」

に
対
し
、
篩
の
上
部
の
網
目
か
ら
落
ち
た
落
下
物
は
本
体
の
背
面
か
ら
、
篩
の
下
部
の

網
目
か
ら
落
ち
た
も
の
は
本
体
の
側
面
か
ら
流
れ
出
る
よ
う
に
脚
部
に
排
出
板
を
二
か

所
取
り
付
け
て
い
る
。
な
お
、
側
面
へ
流
れ
出
る
排
出
板
が
左
右
ど
ち
ら
の
側
面
に
取

北
河
内
郡
四
の
宮
村
馬
伏
本
家
京
屋
五
兵
衞
（
篩

側
面
）
請
合
所
北
河
内
郡
九
個
庄
村
大
字
神
田
と

ふ
し
や
友
吉
（
背
板
）

四
條
畷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

根
元
請
合
北
河
内
郡
馬
伏
京
屋
五
兵
衞
製
（
焼
印
・
漏
斗
）
請
合　

根

元
（
漏
斗
）
大
極
上
々
細
工
處
北
河
内
郡
九
個
庄
村
大
字
と
ふ
し
や
友

吉
請
合　

小
西
様
（
網
枠
）
別
上
々
請
合
□
（
網
枠
）
甲
可
村
大
字
清

滝
小
西
佐
次
郎
（
脚
部
）

北
河
内
郡
大
字
私
部
簾
屋
（
篩
側
面
）

大
極
上
風
車
万
石
簾
細
工
人
虎
吉
（
篩
側
面
）

明
治
三
一
年

交
野
市
立
歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

明
治
三
十
一
年
十
一
月
一
日
（
落
下
調
整
板
）

こ
ん
げ
ん
河
州
倉
治
村
簾
屋
権
右
衛
門
（
背
板
）

安
政
三
年

枚
方
市
文
化
財
調
査
研
究
会

安
政
三
歳
辰
九
月
日（
背
板
）外
ニ
出
見
世
無
御
座
候　

野
邑
小
原
氏（
脚

部
側
面
）
安
政
三
年
辰
九
月
□
□
日　

乃
村
小
原
茂
兵
衛
所
有
（
漏
斗
）

小
原
茂
平
所
有
（
網
枠
）

こ
ん
げ
ん
河
州
倉
治
村
簾
屋
権
右
衛
門
（
背
板
）

枚
方
市
文
化
財
調
査
研
究
会

大
極
上
﹇　
　

﹈
萬
石
﹇　
　

﹈（
篩
側
面
）
外
ニ
出
見
世
無
御
座
候
（
脚

部
側
面
）
こ
ん
げ
ん
唐
萬
石
籭
請
合
河
州
倉
治
邑
権
右
衛
門
外
ニ
出
見

世
無
御
座
候　

五
拾
六
あ
ら
（
網
枠
）

大
阪
市
外
八
尾
町
土
橋
∧
ナ
表
具
店
作
（
篩
側
面
）

民
具
供
養
館
（
東
大
阪
市
）

横
小
路
北
岸
富
蔵
所
有
（
篩
側
面
）
大
極
上
請
合
（
背
板
）
横
小
路
北

岸
富
蔵
様　

五
五
目
ニ
ス
ル
五
十
四
列　
　

横
北
岸
（
網
枠
）

尼
ヶ
崎
大
物
橋
天
野
屋
要
助
萬
石
簏
（
背
板
）

嘉
永
六
年

尼
崎
市
教
育
委
員
会

癸
嘉
永
六
年
丑
九
月
吉
日
求
之　

福
田
弥
兵
衛
所
持
（
篩
側
面
）
大
極
上

（
漏
斗
）
あ
げ
ど
お
し
細
工
人
尼
ヶ
嵜
東
町
天
乃
や
要
輔
作
之　

は
り
か

へ
生
津
村
弥
兵
衛
様
大
正
二
年
十
月
（
網
枠
）
改
良
あ
げ
ど
お
し
尼
ヶ

嵜
大
物
町
天
乃
屋
要
助
作
之　

明
治
二
十
九
年
申
八
月
亦
張
替
え
ス
あ

ら　

生
津
弥
兵
衛
様
張
替
へ
（
網
枠
）
細
工
人
尼
ヶ
嵜
東
甼
天
野
屋
要

助
（
網
枠
）

西
宮
與
古
道
町
満
田
重
太
郎
製
造
（
篩
側
面
）

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

西
宮
今
在
家
町
泉
喜
作
（
篩
側
面
）

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

大
極
上
唐
万
石
簾
（
篩
側
面
）

大
阪
歴
史
博
物
館
（
大
阪
市
東
淀
川

区
十
八
条
町
）

﹇　
　
　

﹈
九
月
﹇　
　
　

﹈（
本
体
側
面
）
傾
斜
台
欠

大
正
二
年

大
阪
歴
史
博
物
館
（
大
阪
市
東
淀
川

区
十
八
条
町
）

大
正
弐
年
丑
拾
月
求　

辻
叶
（
本
体
側
面
）

明
治
二
五
年

枚
方
市
文
化
財
調
査
研
究
会

明
治
貳
拾
五
年
壬
辰
十
月
求
之　

交
野
郡
津
田
村
山
下
市
松
所
有
（
篩

側
面
）明
治
貳
拾
五
年
壬
辰
十
月
求
之　

津
田
村
山
下
市
松
所
有（
背
板
）
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り
付
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
左
右
で
数
が
均
衡
し
て
い
る
。「
箱
型
Ⅰ
」
同
様
や

は
り
ど
ち
ら
の
方
向
に
取
り
付
け
る
か
は
注
文
者
の
意
向
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

表
③
は
前
稿
で
示
し
た
「
箱
型
Ⅱ
」
の
一
覧
に
新
た
に
確
認
で
き
た
も
の
と
製
造
者

が
不
明
で
あ
る
も
の
を
加
え
た
一
覧
表
で
あ
る
。

　

前
稿
に
お
い
て
は
、
摂
津
で
は
豊
中
市
、
池
田
市
、
豊
能
町
、
尼
崎
市
、
伊
丹
市
、

西
宮
市
に
流
通
し
て
お
り
、
河
内
で
は
八
尾
市
で
流
通
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た

が
、
今
回
新
た
に
大
阪
府
内
の
中
南
部
の
市
町
村
及
び
和
歌
山
市
で
の
流
通
が
確
認
で

き
た
。

　

製
造
者
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
は
大
阪
市
内
で
は
農
人
橋
二
丁
目
の
「
京
屋

治
兵
衛
」
と
「
太
兵
衛
」、
摂
津
で
は
伊
丹
の
「
伊
丹
南
町
萬
屋
作
衛
門
」
や
「
下
河

原
村
水
原
栄
吉
」、
尼
崎
の
「
大
物
天
野
屋
要
助
」、「
西
町
大
和
屋
勘
右
衛
門
」、
豊
能

町
の
「
東
能
勢
村
木
代
指
物
屋
國
松
」、
丹
波
で
は
亀
岡
の
「
桑
田
郡
本
梅
谷
宮
川
邑

唐
箕
屋
榮
治
良
」、
河
内
で
は
柏
原
市
の
「
柏
原
古
町
細
工
人
永
原
屋
徳
左
衛
門
」
の

存
在
を
確
認
し
た
。

　

新
た
に
確
認
で
き
た
製
造
者
と
流
通
先
は
、
大
阪
市
内
で
は
「
箱
型
Ⅰ
」
を
製
造
し

て
い
た
京
屋
関
係
者
を
多
く
確
認
で
き
た
。「
京
屋
太
兵
衛
」
の
製
品
は
西
宮
市
に
加

え
、
阪
南
市
に
も
流
通
し
て
お
り
、
銘
文
か
ら
船
で
運
送
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

「
京
屋
七
兵
衛
」
の
製
品
は
太
子
町
に
流
通
し
て
お
り
、
他
に
も
京
屋
と
し
か
判
明
し

な
い
が
河
内
長
野
市
に
流
通
し
て
い
る
製
品
も
あ
る
。
東
大
阪
市
の
河
内
郡
芝
村
に
も

京
屋
を
名
乗
る
製
造
者
の
資
料
が
東
大
阪
市
立
郷
土
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
農
人
橋
に
は
一
丁
目
に
「
と
う
み
や
五
兵
衛
」
と
い
う
職
人
も
お
り
、
八
尾
市
に

製
品
を
供
給
し
て
い
る
。「
京
屋
常
吉
」
が
い
た
大
坂
玉
造
二
軒
茶
屋
に
は
「
と
う
し

や
善
助
」
と
い
う
製
造
者
が
お
り
、
東
大
阪
市
に
流
通
し
て
い
る
。
住
之
江
区
に
あ
た

図③　箱型Ⅱ万石とおし（模式図）

写真③　箱型Ⅱ（太子町立竹内街道歴史資料館蔵）
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る
住
吉
安
立
町
の
「
唐
箕
屋
亦
吉
郎
」
も
多
く
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
流
通
域
は

高
石
市
、
千
早
赤
坂
村
、
泉
大
津
市
、
河
内
長
野
市
に
お
よ
ぶ
広
範
囲
で
あ
る
。

　

河
内
で
は
「
柏
原
古
町
細
工
人
永
原
屋
徳
左
衛
門
」
が
八
尾
市
に
加
え
、
柏
原
市
、

太
子
町
、
藤
井
寺
市
と
比
較
的
広
範
囲
の
シ
ェ
ア
を
も
っ
て
い
る
。
富
田
林
市
で
は
富

田
林
市
教
育
委
員
会
が
「
貴
志
村
細
工
人
仲
谷
誠
三
郎
」
が
製
造
し
た
資
料
を
二
点
所

蔵
し
て
い
る
。
旧
美
原
町
で
は
「
南
河
内
郡
平
尾
村
大
塚
伊
三
郎
」
が
、
千
早
赤
阪
村

で
は
「
森
や
小
山
新
三
郎
」
が
各
々
地
元
に
供
給
し
て
い
る
。
河
内
長
野
市
で
も
旧
長

野
町
の
指
物
大
工
と
思
わ
れ
る
「
指
直
商
店
」
が
大
阪
狭
山
市
へ
販
売
し
て
い
る
。

　

堺
市
内
で
は
目
口
に
「
目
口
東
四
丁
ア
ミ
愛
」、
目
口
と
錦
之
町
の
地
名
を
持
つ

「
網
屋
弥
兵
衛
」、「
堺
東
湊
山
ノ
口
橋
筋
宇
□
や
庄
兵
衛
」、「
堺
甲
斐
町
東
三
丁
唐
箕

屋
音
吉
」
と
い
っ
た
多
く
の
職
人
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
ア
ミ
愛
」
は
太
子
町
に
、「
網
屋

弥
兵
衛
」
の
製
品
は
旧
美
原
町
、
松
原
市
、
河
内
長
野
市
に
流
通
し
、
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
銘
の
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。「
宇
□
や
庄
兵
衛
」、「
唐
箕
屋
音
吉
」
は

同
市
内
に
流
通
し
て
い
る
。

　

泉
州
で
は
岸
和
田
市
に
「
河
内
屋
清
兵
衛
」、「
本
町
針
本
嘉
平
」、「
北
町
川
嵜
勘

蔵
」、
唐
箕
製
造
元
の
「
北
町
指
福
」
こ
と
「
佐
々
木
福
松
」
と
多
く
の
職
人
が
お

り
、
一
つ
の
製
造
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。「
河
内
屋
清
兵
衛
」
は
文
化
一
四
年

（
一
八
一
七
）
製
造
の
製
品
が
泉
大
津
市
へ
流
通
し
て
い
る
。「
針
本
嘉
平
」
は
泉
佐
野

市
、
熊
取
町
へ
、「
川
嵜
勘
蔵
」
は
貝
塚
市
へ
「
指
福
」
は
岸
和
田
市
内
で
流
通
し
て

い
る
。
泉
佐
野
市
で
は
中
長
滝
札
小
路
に
指
物
大
工
の
「
指
物
屋
久
兵
衛
」、「
指
物
屋

弥
兵
衛
」
が
い
る
。「
久
兵
衛
」
は
市
内
と
田
尻
町
に
、「
弥
兵
衛
」
は
市
内
で
流
通
し

て
い
る
。

　

和
歌
山
県
で
は
和
歌
山
市
内
の
中
之
島
弐
丁
に
京
屋
一
族
と
思
わ
れ
る
「
京
屋
猪
之

助
」
の
名
が
確
認
で
き
る
。
銘
文
で
は
「
大
阪
店
」
と
あ
り
、
京
屋
の
和
歌
山
で
の
支

店
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
橋
本
市
で
は
「
隅
田
八
幡
社
前
土
屋
芳
太
郎
」
が
藤
井
寺

市
や
大
阪
狭
山
市
へ
と
遠
方
に
商
品
を
供
給
し
て
い
る
。

製

造

者
・
製

造

地

銘

文

年

号

所

蔵

先
（
使

用

地
）

そ

の

他

の

銘

文

伊
丹
南
丁
萬
屋
作
右
衛
門

文
政
八
年

豊
中
市
教
育
委
員
会

文
政
八
年　

酉
の
年　

兵
平

伊
丹
南
町
萬
屋
作
右
衛
門

豊
中
市
教
育
委
員
会

大
極
上
万
石
簾
し

伊
丹
南
甼
万
屋
作
右
衛
門
（
篩
側
面
）

明
治
一
一
年

尼
崎
市
教
育
委
員
会

大
極
上
万
石
簾
（
篩
側
面
）
明
治
十
一
年
寅
十
一
月
伊
丹
ニ
お
い
て
新

調
之
（
本
体
側
面
）
第
壱
番　

明
治
十
一
年
寅
十
一
月
十
一
日　

十
二

區
下
食
満
村
金
井
茂
右
衛
門
農
具
（
漏
斗
）
壱
番
と
お
し
（
脚
部
）

伊
丹
南
町
萬
屋
作
右
衛
門
（
篩
側
面
）

明
治
一
八
年

伊
丹
市
立
博
物
館

大
極
上
万
石
簾
シ
（
篩
側
面
）
明
治
十
八
年
酉
旧
九
月
二
日
寺
本
村
三

郎
右
ヱ
門　

浅
次
郎
（
本
体
側
面
）
明
治
十
八
酉
歳
第
八
月
朔
日
求
川

邊
郡
寺
本
□村
村
上
三
良
右
ヱ
門
所
持　

大
極
上　

貮
番
（
漏
斗
）

伊
丹
南
町
萬
屋
作
右
衛
門
（
篩
側
面
）

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

大
極
上
万
石
簾
し
（
篩
側
面
）

天
保
九
年

伊
丹
市
立
博
物
館

天
保
九
戌
年
万
石
と
う
し（
篩
側
面
）所
持
承
之　

白
井
三
郎
右
ェ
門（
本

体
側
面
）

伊
丹
市
立
博
物
館

川
西
市
教
育
委
員
会

弐
番
（
網
枠
）

表
③　

箱
型
Ⅱ
万
石
と
お
し
一
覧　
　
　
　

 

豊
中
市
教
育
委
員
会
所
蔵
資
料
に
関
し
て
は
、豊
中
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
編
集『
と
よ
な
か
の
農
道
具
』一
九
九
六
年
を
参
照
し
た
。
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摂
津
国
下
河
原
村
水
原
栄
吉
作
（
篩
側
面
）

池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

大
極
上
萬
石
簏
請
合
所
（
篩
側
面
）
北
今
在
家
橋
川
九
一
郎
（
本
体
側
面
）

尼
ヶ
崎
大
物
天
野
屋
□要
助
作
之
（
篩
側
面
）

大
正
三
年

尼
崎
市
教
育
委
員
会

大
極
上
銅
萬
石
簾
請
合
所
（
篩
側
面
）
大
正
三
年
寅
十
月
中
旬
（
本
体

側
面
）

尼
ヶ
崎
西
町
大
和
屋
勘
右
衛
門
（
篩
側
面
）

伊
丹
市
立
博
物
館

大
極
上
万
石
簏
所
（
篩
側
面
）

丹
刕
桑
田
郡
本
梅
谷
宮
川
邑
唐
箕
屋
榮
治
良
造
（
篩

側
面
）

嘉
永
六
年

豊
能
町
郷
土
資
料
館

大
極
上
無
類
請
合
万
石
簏
仕
入
所
嘉
永
六
年
丑
七
月
（
篩
側
面
）

根
元
東
能
勢
村
木
代
指
物
屋
國
松
細
工
（
篩
側
面
）

豊
能
町
郷
土
資
料
館

大
極
上
萬
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）

細
工
處
玉
造
弐
軒
茶
屋
両
辻
と
う
し
や
善
助
（
篩
側

面
）

民
具
供
養
館
（
東
大
阪
市
）

大
極
上
萬
石
簾
處
（
篩
側
面
）
大
極
上
（
漏
斗
）

﹇　
　

﹈
河
内
郡
芝
村
京
屋
﹇　
　

﹈（
篩
側
面
）

東
大
阪
市
立
郷
土
博
物
館

大
極
上
萬
石
簾
唐
箕
踏
車
仕
出
シ
（
篩
側
面
）
大
極
上
（
漏
斗
）

河
州
柏
原
古
町
細
工
人
永
原
屋
徳
左
衛
門
（
篩
側
面
）

天
保
一
五
年

八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

天
保
十
五
辰
十
月
調
之
市
兵
衛
所
持
（
本
体
側
面
）
大
極
上
萬
石
と
う

し
（
背
板
）
大
極
上
萬
石　

市
兵
衛
（
漏
斗
）

河
州
柏
原
古
町
細
工
人
永
原
屋
徳
左
衛
門
（
篩
側
面
）

太
子
町
立
竹
内
街
道
歴
史
資
料
館

河
刕
柏
原
古
町
細
工
人
永
原
屋
徳
左
衛
門
（
篩
側
面
）

河
内
柏
原
古
町
細
工
人
永
原
屋
徳
左
衛
門
（
篩
側
面
）

大
正
三
年

柏
原
市
立
歴
史
資
料
館

万
石
と
お
し
（
背
板
）
大
極
上
前
と
う
し
（
漏
斗
）
東
条

常
吉
（
本

体
側
面
）　

大
正
参
年
拾
壱
月
末
乾
常
吉
持
（
本
体
側
面
）

河
刕
柏
原
古
町
細
工
人
永
原
屋
徳
左
衛
門
（
篩
側
面
）

柏
原
市
立
歴
史
資
料
館（
八
尾
市
）

河
刕
柏
原
古
町
細
工
人
永
原
屋
徳
左
衛
門
（
篩
側
面
）

河
内
柏
原
古
町
細
工
人
永
原
屋
徳
左
衛
門
（
篩
側
面
）

柏
原
市
立
歴
史
資
料
館

万
石
と
う
し
（
背
板
）
大
極
上
前
と
う
し
（
漏
斗
）〈
ツ
南
河
内
郡
国
分

市
辻
所
持
（
脚
部
）

河
州
柏
原
古
町
永
原
屋
徳
左
衛
門
（
篩
側
面
）

天
保
一
〇
年

藤
井
寺
市
教
育
委
員
会

河
刕
柏
原
古
町
永
原
屋
徳
左
衛
門
（
篩
側
面
）
天
保
十
年
亥
十
月
日
津

堂
常
七
（
本
体
側
面
）﹇　
　

﹈（
背
板
）
大
極
上
前　

　

嘉
永
□
亥

年
□　

津
出
□
（
漏
斗
）

南
河
内
喜
志
村
細
工
人
仲
谷
誠
三
郎
（
篩
側
面
）

大
正
元
年

富
田
林
市
教
育
委
員
会

大
正
元
年
八
月
十
二
日
仲
谷
誠
三
郎
所
有
□
（
本
体
側
面
）
万
石
と
う

し
（
背
板
）
大
極
上
前　

と
う
し　

大
正
元
年
八
月
十
二
日
製
造
仲
谷

誠
三
郎
所
有
物
（
漏
斗
）

南
河
内
郡
喜
志
村
細
工
人
仲
谷
誠
三
郎
（
篩
側
面
）

大
正
元
年

富
田
林
市
教
育
委
員
会

大
正
元
年
八
月
十
二
日
仲
谷
誠
三
郎
所
有
□
（
本
体
側
面
）
万
石
と
う

し
（
背
板
）
大
極
上
前　

と
う
し　

大
正
元
年
八
月
十
二
日
製
造
仲
谷

誠
三
郎
物
（
漏
斗
）

大
正
一
一
年

富
田
林
市
教
育
委
員
会

大
正
拾
壱
年
拾
月
南
河
内
郡
川
西
村
字
廿
山
徳
田
所
有
（
背
板
）

萬
石
簏
細
工
處
南
河
内
郡
平
尾
村
大
塚
伊
三
郎
（
篩

側
面
）

堺
市
立
み
は
ら
歴
史
博
物
館

万
石
簏
細
工
所
南
河
内
郡
平
尾
村
大
塚
伊
三
郎
（
篩
側
面
）
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大
極
上
千
斛
登
志
細
工
人
森
や
小
山
新
三
郎
（
篩
側

面
）

明
治
二
三
年

千
早
赤
阪
村
立
郷
土
資
料
館

明
治
貳
十
三
年
寅
之
拾
月
吉
日
森
屋
村
□松
田
□
求
之
﹇　
　
　

﹈（
篩
側

面
）

南
河
内
郡
長
野
町
指
直
商
店
製
（
篩
側
面
）

大
阪
狭
山
市
立
郷
土
資
料
館

南
河
内
郡
長
野
町
指
直
商
店
製
（
篩
側
面
）
大
極
上　

大
極
上
前
（
漏
斗
）

堺
市
目
口
東
四
丁
ア
ミ
愛
製
品
（
篩
側
面
）

太
子
町
立
竹
内
街
道
歴
史
資
料
館

萬
石
と
う
し
（
背
板
）

堺
目
口
筋
網
屋
弥
兵
衞
仕
入
處
（
篩
側
面
）

明
治
二
八
年

堺
市
立
み
は
ら
歴
史
博
物
館

大
極
上
飛
切
万
石
簏
細
工
請
合
所
（
篩
側
面
）
千
石
簾
本
田
太
右
衞
門

所
有
（
脚
部
）
明
治
第
弐
拾
八
乙
未
年
拾
月
求
之
（
脚
部
）
住
吉
郡
南

百
済
邑
大
字
鷹
合
本
田
所
有　

千
石
簾　

干
時
明
治
第
貳
拾
八
乙
未
拾

月
新
調　

五
十
五
□
（
網
枠
）

堺
目
口
筋
網
屋
弥
兵
衞
仕
入
處
（
篩
側
面
）

松
原
市
ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ

大
極
上
飛
切
万
石
簏
細
工
請
合
（
篩
側
面
）

松
原
市
ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ

傾
斜
台
欠

堺
錦
之
町
大
道
網
屋
弥
兵
衛
目
口
火
□
（
篩
側
面
）

河
内
長
野
市
教
育
委
員
会

大
極
上
飛
切
万
石
簏
細
工
請
合
所
（
篩
側
面
）

堺
錦
之
町
大
道
網
屋
弥
兵
衛
目
口
火
□
（
篩
側
面
）

安
政
三
年

河
内
長
野
市
教
育
委
員
会

大
極
上
飛
切
万
石
簏
細
工
請
合
所
（
篩
側
面
）
安
政
三
辰
九
月
吉
日
求

之
（
脚
部
）

慶
應
三
年

河
内
長
野
市
教
育
委
員
会

慶
應
三
夘
五
月
吉
日
水
口
甚
蔵
所
持
（
本
体
側
面
）﹇　
　
　
　
　

﹈（
篩

側
面
）﹇　
　
　
　

﹈（
篩
側
面
）

堺
東
湊
山
ノ
口
橋
筋
宇
□
や
庄
兵
衛
（
篩
側
面
）

小
谷
城
郷
土
館

大
極
上
萬
石
簾
請
合
仕
入
所
（
篩
側
面
）

堺
甲
斐
町
東
三
丁
唐
箕
屋
音
吉
（
篩
側
面
）

堺
市
博
物
館

大
極
上
万
石
簾
唐
箕
水
車
製
造
（
篩
側
面
）

堺
市
博
物
館

大
極
上
万
石
簾﹇　
　
　
　

﹈（
篩
側
面
）﹇　
　
　
　
　
　
　

﹈（
篩
側
面
）

堺
市
博
物
館

住
吉
安
立
町
唐
箕
屋
亦
吉
郎
（
篩
側
面
）

千
早
赤
阪
村
立
郷
土
資
料
館

大
極
上
萬
石
簾
唐
箕
水
車
細
工
所
（
篩
側
面
）
前
（
漏
斗
）

住
吉
安
立
町
唐
箕
屋
亦
吉
郎
（
篩
側
面
）

泉
大
津
市
立
織
編
館

大
極
上
万
石
簾
唐
箕
水
車
細
工
所
（
篩
側
面
）

住
吉
安
立
町
唐
箕
屋
亦
吉
郎
（
篩
側
面
）

河
内
長
野
市
教
育
委
員
会

大
極
上
萬
石
唐
箕
水
車
細
工
處
（
篩
側
面
）

住
吉
安
立
町
九
丁
目
唐
箕
屋
亦
吉
郎
（
篩
側
面
）

高
石
市
教
育
委
員
会

大
極
上
萬
石
簾
唐
箕
水
車
仕
入
所
（
篩
側
面
）
本
家
大
極
上　

根
元
（
漏

斗
）〈
利
（
刻
印
・
脚
部
）

岸
和
田
□
□
河
内
屋
清
兵
衞
（
篩
側
面
）

文
化
一
四
年

泉
大
津
市
立
織
編
館

大
極
上
万
石
通
（
篩
側
面
）
文
化
十
四
丑
九
月
吉
日
河
野
久
左
衛
門
（
脚

部
）
文
化
四
丑
九
月
吉
日
河
野
久
左
衛
門
（
脚
部
）
前　

上
（
背
板
）

二　

上
（
排
出
板
裏
）
三　

三　

上
（
そ
の
他
）

岸
和
田
本
町
針
本
嘉
平
（
篩
側
面
）

泉
佐
野
市
立
歴
史
館
い
ず
み
さ
の

大
極
上
々
萬
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）
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岸
和
田
本
町
針
本
嘉
平
（
篩
側
面
）

熊
取
町
教
育
委
員
会

大
極
上
萬
石
簏
請
合
（
篩
側
面
）

岸
和
田
北
町
川
嵜
勘
蔵
（
篩
側
面
）

大
正
八
年

貝
塚
市
教
育
委
員
会

大
極
上
請
合
万
石
籭
（
篩
側
面
）
大
正
八
年
十
月
吉
祥
日
新
調
（
脚
部
）

岸
和
田
北
町
指
福
（
篩
側
面
）

指
福
事　

泉
刕　

岸
和
田
町
と
を
み
製
造
元
佐
々
木

福
松
（
焼
印
・
篩
側
面
）

小
谷
城
郷
土
館
（
岸
和
田
市
）

大
極
上
請
合
万
石
簏
（
脚
部
）　

○兵
（
焼
印
・
篩
側
面
）

貝
塚
市
教
育
委
員
会

傾
斜
台
欠

中
長
滝
札
小
路
指
物
屋
久
兵
衛
（
篩
側
面
）

泉
佐
野
市
立
歴
史
館
い
ず
み
さ
の

﹇　
　
　

﹈
請
合
﹇　
　
　

﹈（
篩
側
面
）

中
長
滝
札
小
路
さ
し
物
や
久
兵
衛
（
篩
側
面
）

田
尻
町
教
育
委
員
会

大
極
上
々
飛
切
萬
石
通
し
（
篩
側
面
）

中
長
滝
札
小
路
指
物
屋
弥
兵
衛
（
篩
側
面
）

泉
佐
野
市
立
歴
史
館
い
ず
み
さ
の

大
極
上
々
飛
切
萬
石
簾
（
篩
側
面
）

泉
佐
野
市
立
歴
史
館
い
ず
み
さ
の

大
極
上
請
合
万
石
簏
（
脚
部
）
傾
斜
台
欠

文
政
四
年

阪
南
市
教
育
委
員
会

﹇　
　
　
　
　
　
　

﹈（
篩
側
面
）
文
政
辛
巳
十
一
月
吉
日
（
篩
側
面
）

明
治
四
一
年

和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘

安
井
所
有
（
篩
側
面
）
本
安
井
氏
明
治
四
十
一
年
八
月
求
（
本
体
側
面
）

安
井
宗
十
郎
所
有
（
本
体
側
面
）
前　

本
安
井
氏
（
漏
斗
）
安
井
宗
十

郎
所
有　

明
治
四
十
一
年
八
月
求　

上
（
網
枠
）
安
井
宗
十
郎
所
有　

明
治
四
十
一
年
八
月
求　

上　

下
（
網
枠
）

□
中
埜
嶋
弐
丁
京
屋
猪
之
助
（
篩
側
面
）

和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘

萬
石
簾
唐
箕
水
車
細
工
請
合
所
（
篩
側
面
）
和
田
﹇　
　
　

﹈（
脚
部
）

中
埜
嶋
弐
丁
大
阪
店
京
屋
猪
之
助
（
篩
側
面
）

和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘

千
石
簾
細
工
請
合
所
（
篩
側
面
）
大
阪
店　

前
（
漏
斗
）

萬
石
通
所
紀
刕
伊
都
郡
隅
田
八
幡
社
前
土
屋
芳
太
郎

（
篩
側
面
）

明
治
四
三
年

藤
井
寺
市
教
育
委
員
会

明
治
四
拾
参
庚
戌
年
新
調
製
（
篩
側
面
）
大
極
上　

用
壷
△
（
漏
斗
）

大
極
上
々
萬
石
通
製
造
所
隅
田
村
大
字
霜
草
土
屋
芳

太
郎
（
篩
側
面
）

明
治
三
八
年

大
阪
狭
山
市
立
南
第
三
小

明
治
参
拾
八
乙
巳
年
新
調
（
篩
側
面
）

大
坂
農
人
橋
弐
丁
目
本
家
京
屋
治
兵
衛
製
（
篩
側
面
）

明
治
四
一
年

八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

大
極
上
万
石
通
唐
箕
水
車
製
造
販
賣
（
篩
側
面
）
明
治
四
拾
壱
年
八
月

吉
日
求
之
岩
本
國
太
郎　

前
（
漏
斗
）

大
坂
農
人
橋
弐
丁
目
京
屋
治
兵
衛
（
篩
側
面
）

八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

大
極
上
萬
石
通
唐
箕
ふ
﹇　
　
　
　
　

﹈

大
坂
農
人
橋
貮
丁
目
本
家
京
屋
太
兵
衛
（
焼
印
・
背

板
）

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

大
坂
農
人
橋
東
詰
本
家
京
屋
太
兵
衞
（
篩
側
面
）

阪
南
市
教
育
委
員
会

大
極
上
万
石
通
シ
と
う
み
水
車
本
家
製
造
所
（
篩
側
面
）
大
坂
農
人
橋
東

詰
本
家
京
屋
太
兵
衞
（
焼
印
・
背
板
）
泉
刕
新
村
高
松
利
兵
衛
□様
□行
新
村

之
船
ニ
積
入
事　

大
阪
農
人
橋
東
詰
京
屋
太
兵
衛（
脚
部
）極
上
等（
漏
斗
）
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（
四
）
可
動
脚
型

　

脚
を
固
定
せ
ず
傾
斜
の
角
度
を
自
由
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
可
動
脚
型
は
、
大
阪

府
内
で
は
ほ
と
ん
ど
流
通
し
て
い
な
い
。
表
④
は
前
稿
で
示
し
た
脚
折
分
解
型
の
一
覧

に
新
た
に
確
認
で
き
た
も
の
と
製
造
者
が
不
明
で
あ
る
も
の
を
加
え
た
一
覧
表
で
あ

る
。

　

前
稿
で
は
西
宮
市
、
尼
崎
市
、
豊
中
市
、
亀
岡
市
、
三
田
市
で
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
。
今
回
新
た
に
大
東
市
、
門
真
市
、
堺
市
、
河
内
長
野
市
で
所
蔵
が
確

認
で
き
た
が
、
流
通
域
を
形
成
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
数
量
的
に
は
圧
倒
的
に

少
数
で
あ
る
。

　

製
造
者
は
前
稿
に
お
い
て
は
農
人
橋
の
「
京
屋
太
兵
衛
」
や
「
伊
丹
南
町
萬
屋
作
右

衛
門
」
と
い
っ
た
他
の
形
態
を
製
造
し
て
い
る
製
造
者
と
西
宮
市
、
三
田
市
、
宝
塚

市
、
箕
面
市
、
亀
岡
市
、
加
東
郡
な
ど
で
こ
の
形
態
だ
け
を
製
造
し
て
い
る
製
造
者
が

あ
っ
た
。
新
た
に
確
認
で
き
た
資
料
で
は
他
の
形
態
を
製
造
し
て
い
る
も
の
に
は
農
人

橋
の
「
京
屋
七
兵
衛
」
の
製
造
品
が
大
東
市
に
流
通
し
て
い
る
。
堺
市
博
物
館
所
蔵
資

料
は
市
内
の
「
大
小
路
枡
屋
平
兵
衛
」
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
河
内
長
野
市
教
育

委
員
会
所
蔵
の
資
料
は
現
在
和
歌
山
県
紀
の
川
市
で
あ
る
「
粉
河
石
町
本
家
長
田
屋
秀

次
郎
」
の
製
造
で
あ
る
。

大
坂
農
人
橋
貮
丁
目
京
屋
七
兵
衞
（
篩
側
面
）

太
子
町
立
竹
内
街
道
歴
史
資
料
館

大
極
上
万
石
簏
唐
箕
踏
車
根
元
仕
出
シ
家
（
篩
側
面
）
大
坂
農
人
橋
二

丁
目
本
家
京
屋
七
兵
衞
（
焼
印
・
背
板
）
大
極
上　

請
合
（
漏
斗
）

大
坂
農
人
橋
弐
丁
目
京
屋
□
□
□
（
篩
側
面
）

河
内
長
野
市
教
育
委
員
会

大
極
上
万
石
簾
﹇　
　

﹈
車
仕
候
（
篩
側
面
）
前
（
漏
斗
）

大
坂
農
人
橋
壹
丁
目
と
う
ミ
や
五
兵
衞
（
篩
側
面
）

民
具
供
養
館
（
八
尾
市
）

大
坂
農
人
橋
壹
丁
目
と
う
ミ
や
五
兵
衛
（
篩
側
面
）

製

造

者
・
製

造

地

銘

文

年

号

所

蔵

先
（
使

用

地
）

そ

の

他

の

銘

文

大
坂
農
人
橋
東
詰
本
家
京
屋
太
兵
衛
（
篩
側
面
）

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

大
極
上
小
米
小
石
ぬ
き
通
シ
本
家
製
造
所
（
篩
側
面
）

大
坂
農
人
橋
二
丁
目
京
屋
七
兵
衛
（
篩
側
面
）

大
東
市
教
育
委
員
会

大
阪
農
人
橋
二
丁
目
本
家
京
屋
七
兵
衛
（
焼
印
・
脚
部
）

伊
丹
南
町
萬
屋
作
右
衛
門
（
篩
側
面
）

尼
崎
市
教
育
委
員
会

大
極
上
萬
石
簾
（
篩
側
面
）

西
宮
與
古
道
町
石
田
豊
作
之
（
篩
側
面
）

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

三
田
本
町
小
谷
屋
半
兵
衛
請
合
（
篩
側
面
）

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

大
極
上
万
石
簏
（
篩
側
面
）

三
田
本
町
小
谷
屋
半
兵
衛
（
篩
側
面
）

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

大
極
上
万
石
簏
（
篩
側
面
）

製
造
境
野
辰
巳
氏
（
篩
側
面
）

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館
（
宝
塚
市

境
野
）

大
極
上
万
石
製
所
（
篩
側
面
）

白
嶋
村
大
工
文
三
郎
（
篩
側
面
）

豊
中
市
教
育
委
員
会

表
④　

可
動
脚
型
万
石
と
お
し
一
覧　
　
　
　

 

豊
中
市
教
育
委
員
会
所
蔵
資
料
に
関
し
て
は
、豊
中
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
編
集『
と
よ
な
か
の
農
道
具
』一
九
九
六
年
を
参
照
し
た
。
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三　

形
態
分
布
と
職
人
分
布

（
一
）
四
形
態
の
分
布

　

図
④
は
大
阪
府
内
を
中
心
と
す
る
四
形
態
の
万
石
通
し
の
流
通
の
状
況
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。「
茨
木
通
し
」
の
流
通
範
囲
は
北
摂
の
嶋
下
郡
、
嶋
上
郡
、
豊
島
郡
を
主

と
し
て
北
河
内
の
一
部
（
寝
屋
川
・
枚
方
市
）、
山
城
の
乙
訓
郡
と
京
都
市
内
の
一
部

に
流
通
し
て
い
る
。

　
「
箱
型
Ⅰ
」
の
流
通
範
囲
は
摂
津
の
一
部
（
大
阪
市
東
淀
川
区
・
池
田
市
・
尼
崎

市
・
西
宮
市
）、
北
河
内
、
中
河
内
の
一
部
（
東
大
阪
市
・
八
尾
市
）
で
、
そ
の
中
心

は
北
河
内
で
あ
る
。
資
料
数
が
少
な
く
断
定
は
で
き
な
い
が
、
枚
方
市
と
大
阪
市
東
淀

川
区
で
「
茨
木
通
し
」
と
「
箱
型
Ⅰ
」
の
双
方
が
流
通
し
て
お
り
、
寝
屋
川
市
で
「
茨

木
通
し
」、
守
口
市
で
「
箱
型
Ⅰ
」
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
茨
木
通
し
」
と
の

境
界
は
ほ
ぼ
淀
川
ラ
イ
ン
で
旧
の
摂
津
と
河
内
の
国
境
が
大
ま
か
な
境
界
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
ま
た
、
摂
津
側
で
も
池
田
市
と
西
宮
市
で
双
方
が
流
通
し
て
お
り
、
そ
の
数

は
池
田
市
で
は
「
茨
木
通
し
」
が
多
く
、
西
宮
市
で
は
「
箱
型
Ⅰ
」
が
多
い
。
両
地
域

の
中
間
に
あ
る
尼
崎
市
で
は
「
箱
型
Ⅰ
」
の
流
通
は
確
認
で
き
る
が
、「
茨
木
通
し
」

は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
ほ
ぼ
大
阪
府
と
兵
庫
県
が
境
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
「
箱
型
Ⅱ
」
の
流
通
範
囲
は
播
磨

З

、
西
摂
、
北
摂
の
一
部
（
豊
中
市
・
池
田
市
）、
中

河
内
の
一
部
（
東
大
阪
市
・
八
尾
市
）、
南
河
内
、
和
泉
、
和
歌
山
市

И

に
及
び
、
大
阪

府
の
中
南
部
は
ほ
ぼ
こ
の
分
布
域
に
あ
た
る
。
こ
の
形
態
は
さ
ら
に
広
範
囲
で
確
認
さ

亀
岡
北
町
佃
屋
簞
笥
店
（
篩
側
面
）

亀
岡
市
文
化
資
料
館

本
家
請
合
萬
石
簾
所
（
篩
側
面
）

亀
岡
河
原
町
金
宇
製
（
篩
側
面
）

亀
岡
市
文
化
資
料
館

大
極
上
萬
石
簾
所
（
篩
側
面
）
明
治
四
十
弐
年
酉
拾
月
日
新
之
納
千
歳

村
字
国
分
寺
町
梅
太
郎
所
持
（
網
枠
）

岡
安
町
柾
屋
小
兵
衛
工
（
篩
側
面
）

亀
岡
市
文
化
資
料
館

本
家
請
合
万
石
篩
所
（
篩
側
面
）
大
極
上
々
七
ツ
（
網
枠
）

亀
岡
安
町
柾
屋
小
兵
衛
工
（
篩
側
面
）

亀
岡
市
文
化
資
料
館

本
家
請
合
万
石
簾
所
（
篩
側
面
）
大
極
上
々
□
□
（
網
枠
）

大
極
上
請
合
宮
前
邑
字
宮
□
岡
本
榮
次
郎
（
篩
側
面
）

亀
岡
市
文
化
資
料
館

大
極
上
々
小
（
網
枠
）

加
東
郡
な
か
と
う
じ
ょ
う
村
新
□定
邦
近
熊
吉
製
（
篩

側
面
）

三
田
市
教
育
委
員
会

大
々
御
極
上
無
類
籾
取
請
合
（
篩
側
面
）

加
東
郡
中
東
條
新
定
邦
近
熊
吉
製
（
篩
側
面
）

三
田
市
教
育
委
員
会

大
極
上
無
類
籾
取
請
合
（
篩
側
面
）

細
工
所
宇
陀
松
山
甼
仲
川
幸
七
（
篩
側
面
）

門
真
市
立
歴
史
資
料
館
（
門
真
市

立
門
真
小
学
校
）

大
極
上
請
合
萬
石
簏
（
篩
側
面
）

こ
ん
げ
ん
堺
大
小
路
枡
屋
平
兵
衛
（
篩
側
面
）

堺
市
博
物
館

大
極
上
萬
石
簏
細
工
所
（
篩
側
面
）

根
本
請
合
簾
細
工
所
粉
河
石
町
本
家
長
田
屋
秀
次
郎

作
（
篩
側
面
）

河
内
長
野
市
教
育
委
員
会

大
極
上
請
合
簾
細
工
所
粉
河
□石
町
本
家
長
田
屋
秀
次
郎
□作
（
篩
側
面
）

京
の
田
舎
民
具
資
料
館

京
の
田
舎
民
具
資
料
館
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図④　大阪府内とその周辺の形態分類による分布図
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れ
て
お
り
、
河
野
通
明
氏
は
大
阪
で
製
造
さ
れ
た
箱
型
は
大
阪
経
済
圏
の
西
日
本
に
流

通
し
て
い
っ
た
と
す
る

КУ

。
東
大
阪
市
と
八
尾
市
で
「
箱
型
Ⅰ
」
と
「
箱
型
Ⅱ
」
の
双
方

が
流
通
し
て
お
り
、
河
内
で
は
「
箱
型
Ⅰ
」
と
の
境
界
は
、
中
河
内
の
こ
の
地
域
と
考

え
ら
れ
る
。
摂
津
で
は
北
摂
の
池
田
市
、
西
摂
の
尼
崎
市
、
西
宮
市
で
双
方
が
流
通
し

て
お
り
、
ほ
ぼ
大
阪
府
と
兵
庫
県
を
境
に
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
茨
木
通

し
」
と
の
境
界
は
豊
中
市
、
池
田
市
、
尼
崎
市
と
西
宮
市
で
「
茨
木
通
し
」
と
「
箱
型

Ⅱ
」
の
双
方
が
流
通
し
て
お
り
、
や
は
り
ほ
ぼ
大
阪
府
と
兵
庫
県
を
境
と
し
て
お
り
、

「
箱
型
Ⅰ
」
と
の
境
界
と
重
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
池
田
市
、
尼
崎
市
、
西
宮
市

は
「
茨
木
通
し
」、「
箱
型
Ⅰ
」、「
箱
型
Ⅱ
」
の
三
種
類
が
流
通
し
て
お
り
、
複
雑
な
流

通
を
構
成
す
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

可
動
脚
型
の
分
布
は
丹
波
、
摂
津
の
一
部
（
三
田
市
・
西
宮
市
・
尼
崎
市
・
豊
中

市
）、
河
内
の
一
部
（
門
真
市
・
大
東
市
・
河
内
長
野
市
）、
泉
北
の
一
部
（
堺
市
）、

京
都
市
の
一
部
で
、「
茨
木
通
し
」、「
箱
型
Ⅰ
」・「
Ⅱ
」
全
て
の
分
布
圏
の
中
に
少
数

分
布
し
て
い
る
も
の
と
、
三
形
態
の
分
布
圏
の
北
部
に
分
布
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
分
布
は
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
成
立
と
さ
れ
る
大
阪
府
立
中
之
島

図
書
館
所
蔵
の
『
摂
津
国
各
郡
農
具
略
図
』
に
描
か
れ
た
各
郡
の
「
千
石
通
し
」
の
図

図⑤　『摂津国各郡農具略図』
　　　（大阪府立中之島図書館蔵）

図⑥　『摂津国各郡農具略図』
　　　（大阪府立中之島図書館蔵）

図⑦　『摂津国各郡農具略図』
　　　（大阪府立中之島図書館蔵）
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と
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る
。
豊
島
郡
の
「
万
石
籭
」
の
図
（
図
⑤
）、
嶋
下
お
よ
び

嶋
上
郡
の
「
千
石
籭
」
の
図
（
図
⑥
⑦
）
は
「
茨
木
通
し
」
を
描
い
た
も
の
と
み
ら

れ
、
そ
の
分
布
状
況
と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
茨
木
町
が
あ
っ
た
嶋
下
郡
の
図
で
は

「
一
名
茨
木
籭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

東
成
郡
の
「
千
石
籭
」
の
図
（
図
⑧
）
は
お
そ
ら
く
「
箱
型
Ⅰ
」
を
描
い
た
も
の
と

思
わ
れ
、
や
は
り
現
存
資
料
の
分
布
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
西
成
郡
で
描
か
れ
た
「
千

石
籭
」
の
図
（
図
⑨
）
も
「
箱
型
Ⅰ
」
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
西
成
郡
が
現

在
の
大
阪
市
内
の
西
北
部
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
現
在
調
査
資
料
が
な
い
地
域
に
お
け

る
一
定
の
予
想
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
「
箱
型
Ⅱ
」
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
大
阪
府
内
で
は
摂
津
国
へ
の
流
通
が
少

な
く
、
河
内
、
和
泉
が
大
半
で
あ
る
こ
と
と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
尼
崎
市
教
育
委

員
会
が
所
蔵
す
る
明
治
一
三
年
十
一
月
作
成
の
『
農
具
絵
図　

河
内
国
茨
田
郡
村
々
』

の
「
千
石
籭
」
の
図
（
図
⑩
）
も
「
箱
型
Ⅰ
」
を
描
い
て
お
り

КФ

、
北
河
内
を
中
心
と
す

る
分
布
と
一
致
す
る
。

図⑩　 『河内国茨田郡村々』 
尼崎市教育委員会蔵

図⑧　『摂津国各郡農具略図』
　　　（大阪府立中之島図書館蔵）

図⑨　『摂津国各郡農具略図』
　　　（大阪府立中之島図書館蔵）



─ 19 ─

図⑪　製造者の分布と流通域
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（
二
）
在
郷
町
に
分
布
す
る
製
造
者

　

図
⑪
は
職
人
の
分
布
と
流
通
域
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

河
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
万
石
通
し
は
指
物
系
の
道
具
で
城
下
町
や
在
郷
町
の
都

市
の
職
人
の
製
作
に
よ
る
も
の
で
あ
る

КХ

。
大
阪
府
内
の
万
石
通
し
の
製
造
者
の
分
布
を

み
て
も
概
ね
こ
の
傾
向
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
。
古
く
か
ら
の
城
下
町
で
あ
っ
た
り
在

郷
町
と
し
て
栄
え
た
町
に
は
複
数
の
あ
る
い
は
比
較
的
広
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
製
造
者
が

い
る
。
職
人
が
少
な
く
、
シ
ェ
ア
も
製
造
地
内
で
完
結
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
比
較

的
新
し
く
製
造
を
開
始
し
た
地
域
と
考
え
ら
れ
る
。

　

比
較
的
広
い
シ
ェ
ア
を
も
つ
製
造
者
の
い
た
地
域
は
、「
茨
木
通
し
」
の
製
造
拠
点

で
あ
っ
た
茨
木
町
、
箱
型
を
製
造
し
た
京
屋
の
本
拠
地
農
人
橋
、
尼
崎
、
伊
丹
、
堺
、

住
吉
安
立
町
、
岸
和
田
、
泉
佐
野
の
中
長
滝
、
柏
原
古
町
な
ど
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中

で
圧
倒
的
に
広
い
シ
ェ
ア
を
も
っ
て
い
る
の
が
京
屋
で
あ
る
。
こ
う
し
た
広
さ
は
そ
の

製
造
開
始
年
の
古
さ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
各
地
に
一
族
や
暖
簾
分
け

な
ど
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
支
店
な
ど
京
屋
関
係
の
職
人
が
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
古
さ
の
証
と
も
い
え
よ
う
。
今
後
、
京
屋
と
各
地
の
特
に
箱
型

を
製
造
す
る
職
人
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
ろ
う
が
、
京
屋
の
製
造
技

術
が
職
人
を
通
じ
て
各
地
に
伝
播
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）「
茨
木
通
し
」
と
箱
型
万
石
通
し

　

大
阪
府
内
に
流
通
し
て
い
た
四
つ
の
形
態
の
万
石
通
し
の
流
通
の
分
布
と
製
造
者
の

分
布
を
み
て
き
た
が
、「
茨
木
通
し
」
と
箱
型
の
関
係
を
み
て
み
た
い
。「
茨
木
通
し
」

は
脚
を
折
り
た
た
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
前
稿
で
は
脚
折
分
解
型
に
分
類
し
た
。
し
か

し
、
河
野
氏
が
脚
折
分
解
型
を
可
動
脚
型
と
改
め
た
よ
う
に
脚
が
可
動
す
る
か
固
定
さ

れ
て
い
る
か
を
分
類
指
標
と
す
る
と
、
使
用
時
の
「
茨
木
通
し
」
は
脚
は
横
板
で
固
定

さ
れ
、
傾
斜
の
角
度
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
箱
型
が
備
え
る
排
出
板
も
側

面
に
取
り
付
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
使
用
時
の
形
態
は
、
可
動
脚
型
で
は
な
く
固
定

脚
型
に
分
類
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
く
、
し
か
も
「
箱
型
Ⅰ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と

に
な
る

КЦ

。

　
「
茨
木
通
し
」
は
「
箱
型
Ⅰ
」
の
形
態
を
参
考
に
し
な
が
ら
側
面
に
取
り
付
け
る
排

出
板
を
左
右
ど
ち
ら
か
に
特
定
す
る
の
で
は
な
く
、
使
用
者
が
使
用
時
に
自
由
に
選
べ

て
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
外
し
が
で
き
る
組
み
立
て
式
に
し
た
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
分
布
状
況
を
み
る
と
そ
の
分
布
は
「
箱
型
Ⅰ
」
と
分
布
域
を
異
に

し
て
は
い
る
が
連
続
し
て
お
り
、「
箱
型
Ⅰ
」
の
分
布
圏
に
茨
木
町
で
製
造
し
始
め
た

独
自
の
形
態
で
あ
る
「
茨
木
通
し
」
が
食
い
込
ん
で
い
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　

玄
米
と
籾
の
選
別
作
業
に
あ
た
っ
て
、
可
動
脚
型
の
万
石
通
し
の
最
大
の
特
徴
は
脚

の
開
脚
を
変
化
さ
せ
て
傾
斜
角
度
を
微
調
整
で
き
る
点
で
あ
る
。
一
方
、
固
定
脚
型
は

傾
斜
角
度
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
一
定
に
保
た
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
た
め
調
整

は
篩
の
網
の
目
を
細
か
い
も
の
か
ら
粗
い
も
の
へ
と
変
化
さ
せ
て
編
み
上
げ
て
い
く

か
。
あ
る
い
は
網
目
の
大
き
さ
が
異
な
る
網
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
選
別
の
細
分

を
図
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
排
出
板
が
一
か
所
の
「
箱
型
Ⅰ
」
は
篩
の
網
の
数
は
一

つ
、
排
出
板
が
二
か
所
の
「
箱
型
Ⅱ
」
は
篩
の
網
の
数
が
二
つ
の
も
の
も
半
数
近
く
あ

り
、
排
出
板
の
数
と
対
応
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。「
茨
木
通
し
」
の
網
の
数
は
大
半

が
二
つ
で
網
目
の
大
き
さ
が
異
な
る
二
種
類
の
網
を
お
い
て
二
段
に
区
分
け
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
「
茨
木
通
し
」
は
「
箱
型
Ⅱ
」
に
近
い
と
も
い
え
る
。

　
「
箱
型
Ⅰ
」
や
「
Ⅱ
」
を
製
造
し
て
い
る
製
造
者
に
は
、
京
屋
を
は
じ
め
「
箱
型
Ⅰ
」

と
「
Ⅱ
」
の
双
方
を
製
造
し
て
い
る
も
の
も
い
る
。「
箱
型
Ⅰ
」
と
「
Ⅱ
」
は
旧
入
江

家
住
宅
発
見
の
万
石
通
し
に
「
箱
万
石
通
」
と
い
う
呼
称
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
製
造
者

の
中
で
は
同
じ
箱
型
と
い
う
近
し
い
関
係
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
製
造
者
に
は

「
茨
木
通
し
」
を
製
造
し
て
い
る
者
は
い
な
い
。
一
方
、「
茨
木
通
し
」
の
製
造
者
に
も

他
の
形
態
の
製
品
は
製
造
し
て
い
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
箱
型
Ⅰ
」
と

「
茨
木
通
し
」
の
形
態
は
共
通
し
て
い
る
も
の
の
製
作
技
術
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
も

の
が
感
じ
ら
れ
な
い
。「
茨
木
通
し
」
の
製
造
者
は
箱
型
の
製
造
者
と
の
関
係
性
は
薄

い
の
で
あ
ろ
う
。「
茨
木
通
し
」
は
茨
木
町
を
拠
点
に
し
た
指
物
大
工
が
箱
型
を
意
識

し
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
独
自
の
形
態
で
あ
り
、
一
定
の
広
が
り
の
あ
る
シ
ェ
ア
を
も

ち
、
そ
の
職
人
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
製
造
技
術
を
伝
え
て
い
っ
た
箱
型
製
造
者
と
は
異

な
る
製
造
集
団
な
の
で
あ
ろ
う
。

付
記

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
以
下
の
方
々
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
記
し
て
厚

く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
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尼
崎
市
教
育
委
員
会
、
泉
大
津
市
立
織
編
館
、
泉
佐
野
市
立
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
、

大
阪
狭
山
市
立
郷
土
資
料
館
お
よ
び
平
野
淳
氏
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
大
阪
歴

史
博
物
館
お
よ
び
伊
藤
廣
之
氏
、
貝
塚
市
教
育
委
員
会
、
柏
原
市
立
歴
史
資
料
館
、
交

野
市
立
歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
、
門
真
市
立
歴
史
資
料
館
、
河
内
長
野
市
教
育
委
員

会
、
京
の
田
舎
民
具
資
料
館
、
熊
取
町
教
育
委
員
会
、
鴻
池
新
田
会
所
、
小
谷
城
郷
土

館
お
よ
び
小
谷
寛
氏
、
森
村
紀
代
氏
、
堺
市
博
物
館
お
よ
び
吉
田
豊
氏
、
堺
市
立
み
は

ら
歴
史
博
物
館
、
四
條
畷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
太
子
町
立
竹
内
街
道
歴
史
資
料

館
、
大
東
市
教
育
委
員
会
、
高
石
市
教
育
委
員
会
、
田
尻
町
教
育
委
員
会
、
千
早
赤
坂

村
立
郷
土
資
料
館
、
富
田
林
市
教
育
委
員
会
、
寝
屋
川
市
教
育
委
員
会
、
阪
南
市
教
育

委
員
会
、
東
大
阪
市
立
郷
土
博
物
館
、
藤
井
寺
市
教
育
委
員
会
、
松
原
市
ふ
る
さ
と
プ

ラ
ザ
、
民
具
供
養
館
お
よ
び
川
口
哲
秀
氏
、
向
日
市
文
化
資
料
館
お
よ
び
玉
城
玲
子

氏
、
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
お
よ
び
加
藤
幸
治
氏

注（
１ 

）
近
藤
雅
樹
「
天
明
元
年
銘
を
有
す
る
万
石
と
お
し　

付
江
戸
時
代
の
年
号
墨
書
を
有
す
る
万

石
・
千
石
一
覧
」
近
畿
民
具
学
会
『
近
畿
民
具
』
第
一
一
輯　

一
九
八
七
年

（
２ 

）
拙
稿
「
摂
津
の
万
石
と
お
し　
「
茨
木
と
お
し
」
の
製
造
・
流
通
と
そ
の
周
辺
地
の
万
石
と
お

し
」
近
畿
民
具
学
会
『
近
畿
民
具
』
第
二
二
輯　

一
九
九
八
年
一
二
月　

以
下
前
稿
と
は
こ

の
稿
を
指
す
。

（
３ 

）
千
石
通
し
は
白
米
と
糠
を
選
別
す
る
台
所
用
具
で
あ
り
、
万
石
通
し
と
は
用
途
が
異
な
る
。

河
野
通
明
「
千
石
通
し
の
発
明
と
伝
播
（
一
）」
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
『
民
具

マ
ン
ス
リ
ー
』
三
八
巻
七
号　

二
〇
〇
五
年
十
月
及
び
河
野
通
明
「
千
石
通
し
の
発
明
と
伝

播
（
二
）」
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
三
八
巻
八
号　

二
〇
〇
五
年
十
一
月

（
４ 

）
河
野
通
明
「
万
石
通
し
の
発
明
と
伝
播
（
一
）」
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
『
民
具

マ
ン
ス
リ
ー
』
三
九
巻
六
号　

二
〇
〇
六
年
九
月

（
５ 

）
河
野
通
明
「
万
石
通
し
の
発
明
と
伝
播
（
一
）」
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
『
民
具

マ
ン
ス
リ
ー
』
三
九
巻
六
号　

二
〇
〇
六
年
九
月
及
び
河
野
通
明
「
万
石
通
し
の
発
明
と
伝

播
（
二
）」
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
三
九
巻
八
号　

二
〇
〇
六
年
一
一
月

（
６ 

）
斎
藤
純
「
第
四
章
民
具
調
査
」
高
砂
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行
『
兵
庫
県
指
定
文
化
財
旧
入

江
家
住
宅
ー
総
合
調
査
報
告
書
ー
』
二
〇
〇
七
年

（
７ 

）
な
お
、
調
査
対
象
に
は
前
稿
同
様
、
近
代
以
降
に
改
良
さ
れ
て
い
っ
た
改
良
万
石
通
し
は
含

ま
な
い
。

（
８ 

）
兵
庫
県
高
砂
市
の
旧
入
江
家
住
宅
で
発
見
さ
れ
た
万
石
通
し
の
現
状
は
こ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。

（
９ 

）
和
歌
山
県
内
で
も
こ
の
タ
イ
プ
が
多
く
流
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
さ
ら
に
範
囲
は

拡
大
し
て
い
く
。
な
お
、
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
の
『
農
具
絵
図
面
』
の
「
千
石
籭
」
の
図
に

も
こ
の
形
態
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
10 

）
前
掲
（
５
）。
な
お
、「
箱
型
Ⅱ
」
が
描
か
れ
て
い
る
明
治
農
具
絵
図
に
は
『
兵
庫
県
農
具
図

解
』の
淡
路
国
津
名
郡
、
丹
波
国
氷
上
郡
、『
愛
媛
県
農
具
図
譜
』、『
島
根
県
内
農
具
図
解
』、

『
福
岡
県
農
務
誌
附
図
』
の
筑
前
国
粕
屋
郡
、
穂
波
郡
が
あ
る
。

（
11 

）
森
隆
男
「『
農
具
絵
図　

河
内
国
茨
田
郡
村
々
』
に
つ
い
て
」
近
畿
民
具
学
会
『
近
畿
民
具
』

第
一
五
輯　

一
九
九
一
年
一
二
月

（
12 

）
前
掲
（
５
）

（
13 

）
河
野
通
明
氏
の
ご
教
示
に
よ
る


